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「鳥羽×くらうま」タイアップ事業について 

◆事業の目的 

世田谷区は、東京 23 区の中で最も居住者人口が多く、高所得世帯が多いエリ  

アである他、質が高くお洒落なレストランやパティスリーの出店数も多く、暮ら

しへのこだわりを持った高感度な居住者が多く集まるエリアである。  

地方自治体では、有楽町や銀座、日本橋などのエリアに多くのアンテナショッ

プを開設しており、広域からの強力な集客が見込めることが想定されるが、その

利用者の多くはそこに暮らす人たちではなく、一過的な消費者が対象となってい

ることが多い。  

本事業では、食材の背景にあるストーリーを共有し、単にその食材を消費する

のではなく、その本質的な価値を暮らしの中に取り入れていくことで、一過性で

はなく継続的な利用者との関係を構築し、その口コミなどもベースとしながら食

材が持つ価値を醸成していくことを目的に、世田谷エリアをターゲットとした事

業展開を図る。  

 

◆拠点スペース「くらうましもきた」の活用 

拠点スペース「くらうましもきた」は、世田谷区下北沢に 2019 年４月にオープン

したスペースであり、一方通行の「消費フロー」に乗せない食材との新たな出会い

の場を構築し、「ひとと食材」「その食材に関わるひととひと」「その食材を育む

まちとひととの出会い」の場につなげていくことをコンセプトにした事業展開を図

っている場所である。 

今年度は、当該スペースを活用し、以下の事業を展開する。 

 

◆具体的な事業展開 

１）食の体験創出事業 

料理家の金子文恵さん、ヤミーさんとコラボレーションした１日食堂を“くら

うま”で展開することにより、鳥羽でも身近にある食の体験を提供。 

料理としてだけでなく、品質や食材、その背景にあるストーリーを知ってもら 

うことで、ファンづくりにつなげていく。本事業では、日常の中にある「食卓」

を感じられるような工夫を凝らした事業展開を図る。 

 

◆日時：６月 29 日（土）17 時～21 時／場所：くらうましもきた 

「ふみえ食堂×鳥羽＠くらうま」～鳥羽の恵みを味わう夏の食卓～ 

 料理家の金子文恵さんが、Facebook 上でバーチャルにオープンしている「ふ 
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みえ食堂」を、鳥羽市とのタイアップ事業として「くらうま」で開催する。本イ 

ベントでは、海藻を始めとした本市の旬の食材を、金子さんにより食をデザイン 

してもらい、食の体験創出につなげていく。 

 

◆日時：６月 30 日（日）11 時～18 時／場所：くらうましもきた 

「くらうまグリーンマルシェ×鳥羽」 

 料理研究家ヤミーさん、料理家金子文恵さんが鳥羽まで足を運んでもらい、確 

かな目と舌で選び抜いた食材の販売、また、その食材で創る定食「アカモクそう 

めん定食」を限定販売する。 

 


